
医療事故情報収集等事業 概要 
 
１．目的 

報告義務対象医療機関並びに参加登録申請医療機関から報告された医療事故

情報等を、収集、分析し提供することにより、広く医療機関が医療安全対策に

有用な情報を共有するとともに、国民に対して情報を提供することを通じて、

医療安全対策の一層の推進を図ることを目的とする。 
 

２．実施機関 

（財）日本医療機能評価機構 医療事故防止センター 
 

３．対象医療機関 

対象医療機関は、次に掲げる報告義務対象医療機関と参加登録申請医療機関

である。 
１）報告義務医療機関    ２７３機関（平成１８年１２月３１日現在） 
① 国立高度専門医療センター及び国立ハンセン病療養所 
② 独立行政法人国立病院機構の開設する病院 
③ 学校教育法に基づく大学の付属施設である病院（病院分院を除く） 
④ 特定機能病院 

２）参加登録申請医療機関  ３００機関（平成１８年１２月３１日現在） 
報告義務対象医療機関以外で参加を希望する医療機関は、必要事項の登録

を経て参加することができる。 
 

４．報告方法及び報告期日 

 事故事例報告の範囲は別紙の通りである。 
インターネット回線（SSL 暗号化通信方式）を通じ、Web 上の専用報告画面

を用いて報告を行う。報告義務対象医療機関並びに参加登録申請医療機関にお

いて報告の範囲に該当する医療事故が発生した場合には、当該事故が発生した

日もしくは事故の発生を認識した日から原則として二週間以内に、報告を行う。 
 
５．収集・分析結果の公表 

 収集した情報は医療事故防止センターにおいて専門家が分析を行い、報告書

として取りまとめて医療機関、国民、行政に対して広く公表をする。 
 また、報告書を踏まえ必要に応じて、行政、関係団体、個別企業に対して医

療安全に資すると考えられる提言・要請をおこなう。 
 
６．その他 

 参加登録医療機関（平成１８年１２月３１日現在 １，２７６機関）から報

告されたヒヤリ・ハット情報を収集、分析し、提供している。 
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